
徳島城博物館 特別展の開催について
＜市長記者会見資料＞

令和８年10月14日

令和８年10月10日（土）～１1月23日（月・祝） ９：３０～１７：００（入館は16：30まで）会 期

◇ 徳島藩主蜂須賀家の隆盛を築いた「家祖」蜂須賀正勝の生誕500年を記念する特別展

◇ 「野盗」「荒武者」といった後世のイメージを払拭する「史実に基づく正勝像」がコンセプト

◇ 徳島藩に伝来した正勝肖像画や所用の甲冑といった貴重な資料を展示

正勝と秀吉のつながりを示す「最古の古文書」が徳島初公開

◇ 会期中には戦国～豊臣時代の第一線の研究者による記念講演会を開催（全２回）

蜂須賀正勝とその時代についてより深く掘り下げる

注目ポイント

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）



徳島城博物館 特別展の開催について
＜市長記者会見資料＞

令和８年10月14日

１ 会 期 令和８年1０月10日（土）～１１月2３日（月・祝）

午前９時３０分～午後５時 （入館は午後４時３０分まで）

２ 休館日 毎週月曜日（ただし１０月１２日・１１月２３日は開館）、

１０月１３日（火）、１1月4日（水）

３ 会 場 徳島城博物館 企画展示室・常設第１・２展示室

４ 展示数 105件（写真展示資料を含む）

５ 入館料 大人5００円 高校・大学生３００円 中学生以下無料

※２０名以上の団体は２割引

特別展の詳細

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）
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  「蜂須賀正勝画像」（徳島城博物館蔵・県指定文化財）

蜂須賀正勝の死去から間もなく描かれた肖像画

嫡子である蜂須賀家政の依頼により制作されたもの

正勝生前の姿を最もよく伝えると考えられる

後世の荒々しいイメージと異なる温厚で理知的な印象

足利義昭から与えられた「桐紋」の衣服を着用

主な出品資料

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）
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令和８年１0月１4日

「信長記」（岡山大学図書館蔵・国指定重要文化財）

織田信長に仕えた武将・太田牛一の記す信長の一代記

岡山大学図書館が所蔵するこの写本は、太田牛一が自ら

筆写して岡山藩主池田家に贈ったもの

今回の特別展では全15冊のうち

蜂須賀正勝・家政父子の活躍を記す巻など５冊を出品

主な出品資料

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）
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「木下秀吉段銭請取状」（鳥取県立博物館蔵）

永禄11年（1568年）５月、木下秀吉（後の豊臣秀吉）が蜂須賀正勝に対し

領地から徴収した段銭（税金）を受け取ったことを証明する文書

蜂須賀正勝の活動がうかがえる最も古い史料

この時点で正勝が秀吉の部下であったことも判明

両者の関係の深さ・古さを物語る

正勝ゆかりの史料としては今回が初めての公開

主な出品資料

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）
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◇記念講演会 ① 「羽柴秀長と蜂須賀正勝」

日時：１１月３日（火・祝）午後１時３０分～午後３時

講師：天野忠幸氏（天理大学人文学部教授）

① 「蜂須賀正勝・家政ー史料から見える実像ー」

日時：１１月１５日（日）午後１時３０分～午後３時

講師：三宅正浩氏（京都大学文学研究科准教授）

◇展示解説 日時：１０月２４日（土）、１１月１４日（土）

午後２時～午後３時

講師：森脇崇文（当館係長・学芸員）

※参加費無料、ただし入館料が必要です。

関連イベント

問い合わせ先 徳島城博物館(電話：088-6５６-２５２５）


